
        
 

 
 

調
査

結
果

と
し

て
取

り
ま

と
め

ま
し

た
も

の
の

中
か

ら
、今

回
、お

示
し

す
る

７
つ

の
 

課
題

に
関

す
る

集
計

結
果

等
に

つ
い

て
、以

下
に

抜
粋

添
付

し
ま

す
。 

     
 

高
齢

者
実

態
把

握
調

査
結

果
 

 1 
 フ

レ
イ

ル
（

虚
弱

）
や

フ
レ

イ
ル

予
防

に
つ

い
て

 

フ
レ

イ
ル

（
虚

弱
）

や
フ

レ
イ

ル
予

防
と

い
う

言
葉

の
認

知
度

は
非

認
定

者
1

6
.0

％
、認

定
者

等
1

1
.4

％
と

な
っ

て

い
ま

す
。 

 フ
レ

イ
ル

チ
ェ

ッ
ク

を
は

じ
め

と
し

た
、生

活
機

能
の

評
価

＊
を

医
療

機
関

や
薬

局
、公

民
館

等
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

と
答

え
た

方
は

、非
認

定
者

7
.2

％
、認

定
者

等
1

6
.3

％
と

な
っ

て
い

ま
す

。 

 

          
  

＊
生

活
機

能
評

価
と

は
 

 
 

 
 

生
活

機
能

（
心

身
機

能
や

社
会

参
加

の
状

態
）

に
つ

い
て

、
問

診
票

チ
ェ

ッ
ク

、
握

力
や

歩
行

速
度

な
ど

の
計

測
か

ら
評

価
す

る
も

の
 

 

出
典

：
介

護
予

防
・

日
常

生
活

圏
域

ニ
ー

ズ
調

査
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0%

非
認

定
者

(N
=2

,1
97

)

認
定

者
等

(N
=1

,2
48

)フ
レ
イ
ル

（
虚

弱
）や

フ
レ
イ
ル
予

防
と
い
う
言

葉
の

認
知

度

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

認 定 該 当 状 況
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.3

85
.7 72

.2

7.
1

11
.5

0.
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20
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%
40

.0
%

60
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80
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10
0.

0%

非
認
定
者

(N
=2

,1
97

)

認
定
者
等

(N
=1

,2
48

)

フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
は

じ
め

と
し
た
、
生
活

機
能

の
評

価
の

受
診

の
有

無

受
け
た
こ
と
が
あ
る

受
け
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

認 定 該 当 状 況

1
．フ

レ
イ

ル
予

防
に

つ
い

て
 

資料６-２



 2 
 転

倒
リ

ス
ク

 

以
下

の
設

問
に

対
し

て
該

当
す

る
場

合
は

、転
倒

リ
ス

ク
の

あ
る

高
齢

者
と

な
り

ま
す

。 

設
問

 
選

択
肢

 

過
去

1
年

間
に

転
ん

だ
経

験
が

あ
り

ま
す

か
 

何
度

も
あ

る
／

1
度

あ
る

 

 

転
倒

リ
ス

ク
の

該
当

者
は

、非
認

定
者

は
3

2
.5

％
、認

定
者

等
は

6
1

.9
％

と
な

っ
て

い
ま

す
。 

非
認

定
者

の
該

当
者

は
、男

性
（

3
1

.1
％

）
よ

り
女

性
（

3
3

.5
％

）
に

若
干

多
く

な
っ

て
お

り
、年

齢
が

上
が

る
に

つ

れ
て

増
加

傾
向

に
あ

り
ま

す
。 

認
定

者
等

の
該

当
者

は
、女

性
（

6
1

.6
％

）
よ

り
男

性
（

6
2

.6
％

）
に

若
干

多
く

な
っ

て
お

り
、年

齢
別

で
は

7
5

～

7
9

歳
（

5
8

.2
％

）
以

外
は

6
0

～
6

3
％

と
な

っ
て

い
ま

す
。 
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該
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定
者
等
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性 別 年 齢

1
．フ

レ
イ

ル
予

防
に

つ
い

て
 

 3 
 い

き
い

き
と

し
た

地
域

づ
く

り
に

つ
い

て
 

 地
域

住
民

の
有

志
に

よ
っ

て
、健

康
づ

く
り

活
動

や
趣

味
等

の
グ

ル
ー

プ
活

動
を

行
っ

て
、い

き
い

き
と

し
た

地
域

づ
く

り
を

進
め

る
と

し
た

ら
、あ

な
た

は
そ

の
活

動
に

参
加

し
て

み
た

い
と

思
う

か
を

尋
ね

る
と

、非
認

定
者

・認
定

者
等

と
も

に

企
画

・運
営

（
お

世
話

役
）

よ
り

は
参

加
者

と
し

て
の

参
加

意
向

が
高

く
、非

認
定

者
よ

り
認

定
者

等
の

参
加

意
向

が
低

く
な

っ
て

い
ま

す
。 

 
          

地
域

で
で

き
る

活
動

に
つ

い
て

 

地
域

で
で

き
る

活
動

を
尋

ね
る

と
、非

認
定

者
で

は
、「

ゴ
ミ

出
し

」
4

0
.5

％
、「

見
守

り
、声

か
け

」
3

8
.5

％
、「

草
刈

り
な

ど
の

環
境

整
備

」
2

9
.6

％
の

順
で

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。認
定

者
等

で
は

、「
で

き
な

い
」

が
5

8
.3

％
と

最
も

多
く

、

次
い

で
、「

ゴ
ミ

出
し

」
1

5
.0

％
、「

見
守

り
、声

か
け

」
1

1
.7

％
の

順
で

多
く

な
っ

て
い

ま
す
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 4 
 認

知
症

の
症

状
が

あ
る

又
は

家
族

に
認

知
症

の
症

状
が

あ
る

人
の

有
無

 

 認
知

症
の

症
状

が
あ

る
又

は
家

族
に

認
知

症
の

症
状

が
あ

る
人

が
「

い
る

」
と

回
答

し
た

方
は

、非
認

定
者

1
0

.0
％

、

認
定

者
等

1
3

.0
％

と
な

っ
て

い
ま

す
。 

 現
在

、ご
自

身
が

認
知

症
で

は
な

い
か

と
心

配
に

な
る

こ
と

の
有

無
を

尋
ね

る
と

、非
認

定
者

で
は

、“
心

配
し

て
い

る

（
「

と
て

も
心

配
し

て
い

る
」

ま
た

は
「

心
配

に
な

る
時

も
あ

る
」

と
回

答
し

た
方

）
”
は

2
5

.5
％

、認
定

者
等

で
は

、“
心

配

し
て

い
る

”
は

4
0

.4
％

を
占

め
て

い
ま

す
。 
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と
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心
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な
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 認
知

症
の

症
状

や
予

防
に

つ
い

て
学

習
の

場
へ

の
参

加
意

向
 

 認
知

症
の

症
状

や
予

防
に

つ
い

て
学

習
の

場
へ

「
参

加
し

た
く

な
い

」
と

回
答

し
た

方
は

、非
認

定
者

4
4

.7
％

、認
定

者
等

4
7

.2
％

と
な

っ
て

い
ま

す
。 

 
 

        
ま

た
、非

認
定

者
・認

定
者

等
と

も
に

、認
知

症
の

症
状

や
予

防
に

つ
い

て
学

習
の

場
へ

の
参

加
意

向
の

な
い

方
は

、

認
知

症
を

早
期

に
発

見
で

き
る

検
査

を
受

け
た

く
な

い
方

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す
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 6 
 認

知
症

を
早

期
に

発
見

で
き

る
検

査
の

受
診

意
向

 

 認
知

症
を

早
期

に
発

見
で

き
る

検
査

を
「

受
け

た
く

な
い

」
と

回
答

し
た

方
は

、非
認

定
者

3
6

.2
％

、認
定

者
等

4
0

.1
％

と
な

っ
て

い
ま

す
。 

 ま
た

、「
受

け
た

く
な

い
」

と
回

答
し

た
方

の
検

査
を

受
け

た
く

な
い

理
由

は
、「

分
か

っ
て

も
ど

う
し

よ
う

も
な

い
と

思
う

か

ら
」

が
最

も
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。 

 
   

 
               認

知
症

の
相

談
窓

口
に

対
す

る
認

知
度

 

認
知

症
に

関
す

る
相

談
窓

口
を

「
知

っ
て

い
る

」
と

回
答

し
た

方
は

、非
認

定
者

2
0

.9
％

、認
定

者
等

2
0

.4
％

と
な

っ
て

い
ま

す
。 
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日
常

生
活

圏
域

ニ
ー

ズ
調

査
 

57
.2

48
.6

36
.2

40
.1

6.
6

11
.3

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

非
認

定
者

(N
=2

,1
97

)

認
定

者
等

(N
=1

,2
48

)

認
知
症
を
早
期
に
発
見
で
き
る
検
査
の
受
診
意
向

受
け
た
い

受
け
た
く
な
い

無
回
答

認 定 該 当 状 況

53
.9

11
.8

1.
4

28
.0

4.
9

分
か
っ
て
も

ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
思
う
か
ら

こ
わ
い
か
ら

人
に
知
ら
れ
る
と
困
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%

検
査

を
受

け
た
く
な
い
理

由

（
N
=
1
,2
9
5
）

20
.9

20
.4

76
.5

73
.8

2.
6

5.
8

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

非
認

定
者

(N
=2

,1
97

)

認
定

者
等

(N
=1

,2
48

)

認
知

症
に
関

す
る
相

談
窓

口
の

認
知

度

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回

答

認 定 該 当 状 況

３
．認

知
症

に
つ

い
て
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 認
知

機
能

の
低

下
と

通
い

の
場

へ
の

参
加

頻
度

 

非
認

定
者

で
は

、認
知

機
能

低
下

リ
ス

ク
非

該
当

者
の

方
が

、リ
ス

ク
該

当
者

よ
り

も
介

護
予

防
の

た
め

の
通

い
の

場
へ

の
参

加
頻

度
が

高
い

傾
向

に
あ

り
ま

す
。 

                      

 

   
 

       
出

典
：

介
護

予
防

・
日

常
生

活
圏

域
ニ

ー
ズ

調
査

 

2
8.

6 

4
5.

5 

59
.6

 63
.9

 

4
5.

5 

47
.0

 

6
0.

0 

6
0.

0 

5
3.

1 

80
.0

 

66
.7

 

6
5.

6 

週
４
回

以
上

(N
=1

4)

週
２
～

３
回

(N
=2

2)

週
１
回

(N
=5

2)

月
１
～

３
回

(N
=6

1)

年
に
数

回
(N

=4
4)

参
加
し
て
い
な
い

(N
=1

,4
55

)

週
４
回

以
上

(N
=1

0)

週
２
～

３
回

(N
=3

0)

週
１
回

(N
=6

4)

月
１
～

３
回

(N
=3

0)

年
に
数

回
(N

=1
8)

参
加

し
て
い
な
い

(N
=7

06
) 0.

0%
20

.0
%

40
.0

%
60

.0
%

80
.0

%
10

0.
0%

認
知

機
能
の

低
下
リ
ス
ク
該
当

者
と
介

護
予
防

の
た
め
の
通

い
の
場

へ
の

参
加
頻

度
と
の

ク
ロ
ス
集
計

非 認 定 者 認 定 者 等

71
.4

 

50
.0

 

38
.5

 

34
.4

 

50
.0

 

52
.4

 

4
0.

0 

3
6.

7 

43
.8

 

16
.7

 

33
.3

 

33
.3

 

週
４
回
以

上
(N

=1
4)

週
２
～
３
回

(N
=2

2)

週
１
回

(N
=5

2)

月
１
～
３
回

(N
=6

1)

年
に
数

回
(N

=4
4)

参
加
し
て
い
な
い

(N
=1

,4
55

)

週
４
回
以

上
(N

=1
0)

週
２
～
３
回

(N
=3

0)

週
１
回

(N
=6

4)

月
１
～
３
回

(N
=3

0)

年
に
数

回
(N

=1
8)

参
加

し
て
い
な
い

(N
=7

0
6)

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

6
0.

0%
80

.0
%

10
0.

0%

認
知

機
能

低
下リ
ス
ク
非
該
当

者
と
介

護
予

防の
た
め
の
通

い
の

場
へ
の

参
加

頻
度と
の
ク
ロ
ス
集
計

非 認 定 者 認 定 者 等

３
．認

知
症

に
つ

い
て
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78
.6

40
.1

24
.1 13

.9

9.
1

8.
0

1.
1 6.

4

1.
1

馴
染

み
の

人
に
よ
る

ち
ょ
っ
と
し
た
生

活
上

の
支

援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

ち
ょ
っ
と
し
た
生

活
上

の
支

援

地
域

で
の

つ
ど
い
の

場
（
サ

ロ
ン
な
ど
）

認
知

症
カ
フ
ェ

当
事

者
同

士
の

交
流

経
済

的
な
支

援

就
労

に
関

す
る
支

援

そ
の

他

無
回

答

0.
0%

40
.0

%
80

.0
%

具
体

的
な
資

源
の
内

容
（

M
A）

（
N
=
1
8
7）

認
知

症
支

援
に

必
要

な
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
以

外
の

資
源

 

認
知

症
の

人
を

支
援

す
る

に
あ

た
り

、介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

以
外

の
資

源
が

必
要

と
思

っ
た

こ
と

が
「

あ
る

（
は

い
）

」

は
全

体
の

9
5

.4
％

を
占

め
て

お
り

、具
体

的
な

資
源

の
内

容
と

し
て

は
、「

馴
染

み
の

人
に

よ
る

ち
ょ

っ
と

し
た

生
活

上

の
支

援
」

が
最

も
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

 
 

 
             

出
典

：
介

護
支

援
専

門
員

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

           
 

は
い

95
.4

%

い
い
え

4.
1%

無
回

答

0.
5%

認
知

症
の
人

を
支

援
す
る
に
あ
た
り
、

介
護

保
険
サ

ー
ビ
ス
以

外
の

資
源

が

必
要

と
思

っ
た
こ
と
の

有
無 （N

=
19
6）

３
．認

知
症

に
つ

い
て
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 施
設

の
利

用
率

 

 平
成

3
0

年
度

に
お

け
る

、ベ
ッ

ド
の

利
用

率
（

年
間

延
べ

利
用

者
数

/年
間

延
べ

定
員

数
×

1
0

0
）

は
、介

護
老

人
福

祉
施

設
に

お
い

て
は

、全
施

設
で

8
5

％
以

上
に

な
っ

て
い

ま
す

。地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

生
活

介

護
に

お
い

て
は

、「
8

5
％

未
満

～
8

0
％

以
上

」
「

8
0

％
未

満
」

と
も

に
3

.7
％

と
な

っ
て

い
て

、比
較

す
る

と
や

や
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

の
ほ

う
が

ベ
ッ

ド
の

利
用

率
が

低
い

状
況

で
す

。 

 
 

        

待
機

者
数

 

待
機

者
数

は
、地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

よ
り

介
護

老
人

福
祉

施
設

に
多

く
な

っ
て

お
り

、「
8

0
人

以
上

」

が
約

半
数

を
占

め
て

い
ま

す
。地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

で
は

、「
4

0
以

上
～

5
0

人
未

満
」

が
最

も
多

く
、

1
8

.5
%

と
な

っ
て

い
ま

す
。 

  

  
 

58
.1

44
.4

35
.5

40
.7

6.
5

3.
73.

7
3.

7

3.
7

介
護

老
人

福
祉
施
設

(N
=3

1)

地
域

密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設

(N
=2

7)

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

ベ
ッ
ド
の

利
用

率
（年

間
延
べ

利
用

者
数

/年
間

延
べ

定
員

数
×

10
0）

（平
成

30
年

度
）

95
%
以
上

95
％

未
満
～

90
％
以
上

90
％

未
満
～

85
％
以
上

85
％

未
満
～

80
％
以
上

80
％

未
満

無
回
答

11
.1

13
.3

12
.5

6.
5

7.
4

20
.0

14
.33.
2

11
.1

20
.0

16
.7

9.
7

7.
4

7.
7

6.
7

22
.2

16
.7

6.
5

18
.5

7.
7

20
.0

12
.5 14

.3

16
.7

6.
5

14
.8

15
.4

6.
7

12
.5

28
.6

6.
5

14
.8

15
.4 12

.5

33
.3

12
.9 7.

7 12
.5

14
.3

16
.7

48
.4

14
.8

46
.2

13
.3

37
.5

44
.4

28
.6

33
.3

介
護

老
人

福
祉

施
設

(N
=3

1)

地
域

密
着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

(N
=2

7)

北
区

中
央

(N
=1

3)

北
区

北
(N

=1
5)

中
区

(N
=8

)

東
区

(N
=9

)

南
区

西
(N

=7
)

南
区

南
(N

=6
) 0.

0%
20

.0
%

40
.0

%
60

.0
%

80
.0

%
10

0.
0%

待
機
者

数

0～
10

人
未

満
10

以
上

～
20

人
未

満
20

以
上
～

30
人

未
満

30
以

上
～

40
人

未
満

40
以

上
～

50
人

未
満

50
以

上
～

60
人

未
満

60
以

上
～

70
人

未
満

70
以

上
～

80
人

未
満

80
人

以
上

サ ー ビ ス

種 別

福 祉 事 務 所 所 管

４
．特

養
整

備
に

つ
い

て
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 待
機

者
数

の
変

化
 

１
年

前
と

比
べ

た
待

機
者

数
の

変
化

は
、介

護
老

人
福

祉
施

設
、地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

と
も

に
上

昇
し

て
い

る
（

「
や

や
上

昇
し

て
い

る
」

「
上

昇
し

て
い

る
」

）
”

が
約

2
2

％
、“

減
少

し
て

い
る

（
「

や
や

減
少

し
て

い
る

」
「

減
少

し
て

い
る

」
）

”
は

介
護

老
人

福
祉

施
設

で
約

4
5

％
、地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

で
約

4
0

％
と

な
っ

て
お

り
、

減
少

し
て

い
る

と
感

じ
て

い
る

施
設

が
多

い
こ

と
が

う
か

が
え

ま
す

。 

 

       

 待
機

者
へ

の
入

所
打

診
数

 

 ベ
ッ

ド
に

空
き

が
で

き
て

か
ら

入
所

者
が

決
ま

る
ま

で
に

平
均

何
人

く
ら

い
の

待
機

者
に

声
を

か
け

た
か

を
み

る
と

、
「

２
～

５
人

程
度

」
が

8
2

.8
％

と
最

も
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。 

 ま
た

、待
機

者
が

入
所

を
断

る
理

由
で

多
い

も
の

は
、「

他
の

施
設

に

入
所

が
決

ま
っ

た
」

、「
現

在
入

っ
て

い
る

施
設

（
自

宅
）

で
継

続
す

る
」

の
順

で
多

く
な

っ
て

お
り

、施
設

が
待

機
者

１
人

に
声

を
か

け
れ

ば
入

所

が
決

ま
る

の
は

７
％

未
満

で
あ

り
、待

機
者

が
複

数
施

設
へ

同
時

に
申

し

込
ん

で
い

る
状

況
や

、自
宅

や
既

存
施

設
で

生
活

を
継

続
さ

れ
て

い
る

方
も

い
る

様
子

が
う

か
が

え
ま

す
。 

  
 9.

7 14
.8

12
.9 7.

4

32
.3

29
.6

32
.3

25
.9

12
.9

14
.8

7.
4

介
護
老
人
福
祉
施
設

(N
=3

1)

地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

(N
=2

7)

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

１
年

前
と
比

べ
た
待
機

者
数

の
変
化

上
昇
し
て
い
る

や
や
上
昇
し
て
い
る

変
わ
ら
な
い

や
や
減
少
し
て
い
る

減
少
し
て
い
る

新
設
等
に
よ
り
比
較
で
き
な
い

１
人

6.
9%

２
～

５
人

程
度

82
.8

%

５
～
１
０
人
程

度
6.

9%

１
０
人

以
上

3.
4%

ベ
ッ
ド
に
空
き
が
で
き
て
か
ら
入

所
者
が

決
ま
る
ま
で
に
声
を
か
け
た
待

機
者
の
平
均

人
数

（
N
=5
8
）

43
.1

34
.5

15
.5

5.
2

0

1.
7

他
の

施
設

に
入

所
が

決
ま
っ
た

現
在

入
っ
て
い
る
施

設
（
自

宅
）
で
継
続
す
る

死
亡

さ
れ

て
い
た

（
待

機
者

が
多
い
と
聞
い
た
の
で
）

予
備

的
申

し
込
み

だ
っ
た

要
介

護
度

が
下

が
っ
た
（

2以
下
に
な
っ
た
）

そ
の
他

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%

待
機
者

が
入
所

を
断
る
理
由

で
多

い
も
の
（

M
A）

（
N
=
5
8）

４
．特

養
整

備
に

つ
い

て
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 介
護

老
人

福
祉

施
設

（
地

域
密

着
型

含
む

）
の

建
設

に
つ

い
て

 

 新
規

の
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

の
建

設
（

公
募

）
に

つ
い

て
の

考
え

は
、「

待
機

者
が

少
な

い
た

め
不

要
」

が
4

6
.6

％
と

最
も

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。一
方

「
応

募
し

た
い

」
と

答
え

た
事

業
者

は
5

.2
％

の
み

と
な

っ
て

お
り

、約

9
5

％
の

事
業

者
は

新
規

の
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

の
応

募
に

二
の

足
を

踏
む

状
況

で
す

。広
域

型
の

介

護
老

人
福

祉
施

設
の

開
設

の
希

望
は

2
2

.4
％

と
な

っ
て

い
て

、こ
ち

ら
に

は
一

定
の

ニ
ー

ズ
が

あ
り

ま
す

。 

 ま
た

、併
設

で
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

を
実

施
し

て
い

る
場

合
の

稼
働

率
は

、「
9

0
％

未
満

～
7

0
％

以
上

」
が

4
4

.8
％

と
最

も
多

く
、次

い
で

、「
9

0
％

以
上

」
2

0
.7

％
、「

7
0

％
未

満
～

5
0

％
以

上
」

1
3

.8
％

の
順

と
な

っ
て

お
り

、稼
働

率

7
0

％
未

満
が

約
3

割
を

占
め

て
い

ま
す

。 

 

 

    

出
典

：
介

護
保

険
事

業
所

（
特

養
）

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

         
 

応
募
し
た
い

5.
2%

応
募

は
し
な
い
が

賛
成

22
.4

%

待
機

者
が

少
な
い
た
め
不
要

46
.6

%

広
域

型
の

開
設

を
希
望

22
.4

%

無
回
答

3.
4%

新
規

の
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

の

建
設

（公
募

）
に
つ
い
て
の

考
え

（
N
=
5
8）

90
%
以

上
20

.7
%

90
％
未

満
～

70
％
以

上
44

.8
%

70
％
未

満
～

50
％
以

上
13

.8
%

50
％
未
満

～

30
％

以
上

3.
4%30

％
未

満
12

.1
%

無
回

答
5.

2%

併
設
で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

を

実
施
し
て
い
る
場

合
の

稼
働
率

（N
=5
8）

４
．特

養
整

備
に

つ
い

て
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15
.9 25

.6

12
.3

9.
3

7.
7

9.
9

57
.0 51

.3

69
.1

12
.6 15

.4 8.
6

2.
6

1.
3

1.
3

全
体

(N
=1

51
)

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護

(N
=3

9)
認

知
症

対
応

型
共

同
生
活

介
護

(N
=8

1)

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

１
年

前
と
比

べ
た
利

用
率

の
変

化
（
平

成
31

年
4月

1日
現

在
）

や
や

上
昇

し
て
い
る

上
昇

し
て
い
る

変
わ

ら
な
い

や
や

減
少

し
て
い
る

減
少

し
て
い
る

新
設

等
に
よ
り
比
較

で
き
な
い

無
回

答

施
設

の
利

用
率

 

平
成

3
1

年
4

月
1

日
現

在
、1

年
前

と
比

べ
た

利
用

率
の

変
化

は
、全

体
で

は
、「

変
わ

ら
な

い
」

が
最

も
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。回

答
者

の
多

い
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

と
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
の

状
況

は
、ど

ち
ら

も

「
変

わ
ら

な
い

」
が

最
も

多
く

な
っ

て
い

ま
す

が
、“

減
少

（
「

や
や

減
少

し
て

い
る

」
「

減
少

し
て

い
る

」
）

”
よ

り
“

上
昇

（
「

や
や

上
昇

し
て

い
る

」
「

上
昇

し
て

い
る

」
）

”
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。 

  

        待
機

者
数

の
変

化
 

１
年

前
と

比
べ

た
待

機
者

数
の

変
化

を
サ

ー
ビ

ス
種

別
に

み
る

と
、特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

、認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

は
「

変
わ

ら
な

い
」

が
最

も
多

く
、次

い
で

、“
上

昇
（

「
や

や
上

昇
し

て
い

る
」

「
上

昇
し

て
い

る
」

）
”
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。 

 

 

              
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
典

：
介

護
保

険
事

業
所

（
特

養
以

外
）

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

12
.8

5.
9 13

.6

23
.1

17
.6

25
.0

22
.260

.0

33
.3

56
.4

52
.9

50
.0

48
.1

33
.3

5.
1

23
.5 9.
9

4.
9

20
.0

50
.0

20
.0

33
.3

2.
6

25
.0

50
.0

1.
2

短
期
入

所
生
活
介

護
(N

=5
)

短
期
入

所
療
養

介
護

(N
=3

)

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介
護

(N
=3

9)

介
護
老

人
保

健
施

設
(N

=1
7)

介
護

療
養

型
医

療
施
設

(N
=4

)

介
護

医
療
院

(N
=2

)

認
知

症
対
応

型
共
同
生

活
介
護

(N
=8

1)

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

１
年

前
と
比

べ
た
待

機
者

数
の
変

化

上
昇
し
て
い
る

や
や

上
昇

し
て
い
る

変
わ
ら
な
い

や
や

減
少

し
て
い
る

減
少
し
て
い
る

新
設
等

に
よ
り
比

較
で
き
な
い

無
回
答

５
．特

養
以

外
の

施
設

（
居

住
系

含
む

）
の

整
備

に
つ

い
て
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 待

機
者

の
平

均
待

機
時

間
 

 
 平

成
3

1
年

4
月

1
日

現
在

で
、各

事
業

所
に

お
け

る
入

所
待

機
者

の
人

数
は

、「
1

～
5

人
」

が
最

も
多

く
、約

半

数
を

占
め

て
い

ま
す

。次
い

で
、「

6
～

1
0

人
」

1
3

.2
％

、「
0

人
」

1
2

.6
％

の
順

と
な

っ
て

い
ま

す
。1

0
人

未
満

が
約

7
0

％
を

占
め

て
い

ま
す

が
、「

1
0

1
人

以
上

」
と

回
答

し
た

事
業

所
も

2
.6

％
と

な
っ

て
い

ま
す

。 

                        

  
       

17
.2

40
.0

33
.3

10
.3

29
.4

50
.0

14
.8

47
.4

16
.5

10
.0 14

.3

27
.2

43
.6

47
.1

25
.0

18
.5

10
.5

36
.5

25
.0

14
.3

14
.3 25

.0

26
.5

20
.0

20
.5

11
.8

50
.0

34
.6

27
.1

40
.0

42
.9

50
.0 28

.6

25
.0

19
.2

20
.0

15
.4

5.
9

25
.9

18
.8

25
.0

28
.6

16
.7

57
.1

25
.0

2.
0 5.
1 1.

2

33
.3 25

.0

7.
9

20
.0

66
.7

5.
1

5.
9

25
.0

50
.0

4.
9

42
.1

1.
2

全
体

(N
=1

51
)

短
期

入
所
生
活
介
護

(N
=5

)

短
期

入
所
療
養
介
護

(N
=3

)

特
定

施
設

入
居
者
生

活
介
護

(N
=3

9)

介
護
老

人
保
健
施
設

(N
=1

7)

介
護
療

養
型
医
療
施
設

(N
=4

)

介
護

医
療
院

(N
=2

)

認
知

症
対
応

型
共
同
生
活
介
護

(N
=8

1)

０
人

(N
=1

9)

１
～
５
人

(N
=8

5)

６
～

10
人

(N
=2

0)

11
～

20
人

(N
=7

)

21
～

30
人

(N
=6

)

31
～

70
人

(N
=7

)

10
1人

以
上

(N
=4

) 0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

平
成

31
年

4月
1日

現
在

の
待

機
者

の
平
均

待
機

期
間

１
カ
月
未

満
１
カ
月
以
上
６
カ
月
未
満

６
カ
月
以
上

１
年
未
満

１
年

以
上
３
年
未
満

３
年
以
上

無
回
答

サ ー ビ ス 種 別 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 現 在 の 待 機 者

５
．特

養
以

外
の

施
設

（
居

住
系

含
む

）
の

整
備

に
つ

い
て
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 稼
働

率
 

平
成

3
0

年
度

に
お

け
る

、ベ
ッ

ド
の

利
用

率
（

年
間

延
べ

利
用

者
数

/年
間

延
べ

定
員

数
×

1
0

0
）

は
、「

9
5

％
以

上
」

が
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
で

は
6

9
.1

％
、特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

で
は

3
8

.5
％

を
占

め
て

い
ま

す
。  

      

出
典

：
介

護
保

険
事

業
所

（
特

養
以

外
）

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

                  

38
.5

17
.6

50
.0

50
.0

69
.1

20
.0

35
.9

35
.3

22
.2

7.
7

23
.5

4.
9

20
.0

5.
1

5.
9

1.
2

60
.0

66
.7

12
.8

17
.6

25
.0

50
.0

1.
2

33
.3 25

.0

1.
2

短
期

入
所
生
活

介
護

(N
=5

)

短
期

入
所
療
養

介
護

(N
=3

)

特
定

施
設
入
居

者
生

活
介
護

(N
=3

9)

介
護
老
人

保
健
施
設

(N
=1

7)

介
護

療
養

型
医
療
施
設

(N
=4

)

介
護

医
療
院

(N
=2

)

認
知
症
対

応
型
共

同
生
活

介
護

(N
=8

1)

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

ベ
ッ
ド
の

利
用

率
（年

間
延

べ
利

用
者

数
/年

間
延

べ
定

員
数

×
10

0）
（
平

成
30

年
度

）

95
%

 以
上

95
％
未
満
～

90
％
以
上

90
％
未
満

～
85
％

以
上

85
％

未
満
～

80
％
以
上

80
％
未
満

無
回
答

５
．特

養
以

外
の

施
設

（
居

住
系

含
む

）
の

整
備

に
つ

い
て
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採
用

者
と

離
職

者
に

つ
い

て
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 正

規
職

員
 

 

               
       

出
典

：
介

護
保

険
事

業
所

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

経
営

面
・

介
護

人
材

調
査

）
 

 
          

0.
7

1.
6

4.
5

2.
6 1.
0

1.
9 7.
0

3.
8

0.
7

1.
37.

3

4.
7

23
.8

23
.0

12
.7

11
.6 13

.5

14
.8

38
.6

19
.2

3.
4 5.

3

19
.0

15
.6

22
.3

22
.3

19
.1

21
.2

28
.8 33

.3

22
.8

26
.9

31
.5

24
.0

36
.5

28
.9

26
.7

26
.2

31
.9

27
.4

30
.8

37
.0

22
.8

30
.8

34
.2

32
.0

26
.3

39
.8

19
.0

18
.2

23
.5

19
.2

25
.0

14
.8 8.

8

15
.4

22
.8

22
.7

10
.2 9.
4 3.

7

7.
2

11
.3

19
.9

3.
8

6.
7

14
.7

0.
4

0.
5

0.
7

0.
7

採
用

（
N

=1
37

）

離
職

（
N

=1
28

）

採
用

（
N

=7
05

）

離
職

（
N

=5
38

）

採
用

（
N

=2
04

）

離
職

（
N

=1
46

）

採
用
（

N
=5

2）

離
職
（

N
=2

7）

採
用
（

N
=5

7）

離
職
（

N
=2

6）

採
用

（
N

=1
49

）

離
職
（

N
=7

5）

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%

平
成

30
年

4月
～

平
成

31
年

3月
の
間

に
採

用
及
び
離

職
し
た
正

規
職

員

20
歳

未
満

20
～

29
歳

30
～

39
歳

40
～

49
歳

50
～

59
歳

60
～

69
歳

70
～

79
歳

訪
問

介
護
員

介
護

職
員

看
護

職
員

生
活

相
談
員

・
支

援
相

談
員

機
能

訓
練

指
導
員

介
護

支
援

専
門
員

６
．介

護
人

材
に

つ
い

て
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 非
正

規
職

員
 

   
                     

出
典

：
介

護
保

険
事

業
所

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

経
営

面
・

介
護

人
材

調
査

）
 

 
  

 
 

10
代

 
20

代
 

30
代

 
40

代
 

50
代

 
60

代
 

70
代

 
計

 

全
採

用
 

71
 

34
9 

49
3 

60
1 

44
2 

29
3 

36
 

22
85

 
3.

1%
 

15
.3

%
 

21
.6

%
 

26
.3

%
 

19
.4

%
 

12
.8

%
 

1.
6%

 
10

0%
 

全
離

職
 

34
 

23
7 

35
2 

43
0 

34
2 

26
0 

55
 

17
10

 
1.

9%
 

13
.9

%
 

20
.6

%
 

25
.2

%
 

20
.0

%
 

15
.2

%
 

3.
2%

 
10

0%
 

 
Ｈ

３
０

年
度

中
に

介
護

人
材

全
体

で
は

57
5名

増
加

し
て

い
る

 
   

 

2.
1

1.
8

4.
9

2.
9 3.
2 4.
35.
2

3.
6

15
.0

15
.0

8.
1

4.
5 10

.0

7.
1

26
.5

14
.8

3.
2 8.

7

14
.2

14
.2

18
.7

19
.7

32
.3

23
.6

7.
1

29
.4

25
.9

6.
5

13
.0

22
.7

24
.9

23
.2

21
.8

16
.1

17
.8

50
.0

35
.7

20
.6

18
.5

32
.3

30
.4

24
.5

20
.7

16
.0

18
.7

14
.0

16
.6

10
.0

14
.7

18
.5

16
.1

13
.0

27
.0

23
.1

18
.9

17
.4

28
.0

29
.9 20

.0

42
.9

5.
9

18
.5

29
.0 21

.7

4.
3

11
.8

3.
3

4.
5

1.
6

7.
0

10
.0 7.

1

2.
9

3.
7

9.
7 8.
7

採
用
（

N=
23

3）

離
職
（

N=
16

9）

採
用
（

N=
48

7）

離
職
（

N=
38

0）

採
用
（

N=
18

6）

離
職
（

N=
15

7）

採
用
（

N=
10
）

離
職
（

N=
14
）

採
用
（

N=
34
）

離
職
（

N=
27
）

採
用
（

N=
31
）

離
職
（

N=
23
） 0.

0%
20

.0
%

40
.0

%
60

.0
%

80
.0

%
10

0.
0%

平
成

30
年

4月
～

平
成

31
年

3月
の
間

に
採
用

及
び
離
職

し
た
非

正
規

職
員

20
歳
未
満

20
～

29
歳

30
～

39
歳

40
～

49
歳

50
～

59
歳

60
～

69
歳

70
～

79
歳

訪
問

介
護

員

介
護

職
員

看
護

職
員

生
活

相
談

員
・支

援
相

談
員

機
能

訓
練

指
導

員

介
護

支
援

専
門

員

６
．介

護
人

材
に

つ
い

て
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  不
足

業
種

に
つ

い
て

 

人
材

確
保

の
状

況
に

つ
い

て
、「

や
や

不
足

し
て

い
る

」
ま

た
は

「
不

足
し

て
い

る
」

と
答

え
た

事
業

所
の

不
足

し
て

い

る
職

員
は

、正
規

職
員

（
5

4
.5

％
）

、非
正

規
職

員
（

4
5

.5
％

）
と

な
っ

て
い

る
。 

正
規

職
員

で
は

「
介

護
職

員
」

、非
正

規
職

員
で

は
「

訪
問

介
護

員
」

が
最

も
不

足
し

て
い

る
。ま

た
、不

足
し

て
い

る

理
由

と
し

て
は

「
採

用
が

困
難

で
あ

る
」

が
8

0
％

を
超

え
て

お
り

、原
因

と
し

て
は

「
求

職
者

が
少

な
い

」
が

最
も

多
く

な

っ
て

い
ま

す
。 

今
後

の
事

業
展

開
に

つ
い

て
の

考
え

方
は

「
現

状
維

持
」

が
7

5
.4

％
、「

拡
大

の
予

定
」

は
1

5
.7

％
と

な
っ

て
い

る

こ
と

か
ら

、“
人

手
不

足
”
で

は
あ

る
が

、事
業

は
現

状
維

持
で

き
る

レ
ベ

ル
に

あ
る

よ
う

で
す

。 

           
 

 
 

 

 

 
 

            

 

出
典

：
介

護
保

険
事

業
所

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
経

営
面

・
介

護
人

材
調

査
）
 

 

   

確
保

で
き
て
い
る

15
.0

%

お
お
む
ね

確
保

で
き
て
い
る

36
.9

%

や
や

不
足

し
て
い
る

28
.2

%

不
足

し
て
い
る

16
.9

%

無
回
答

3.
0%

人
材

確
保

の
状

況

（
N
=9

15
）

正
規

職
員

54
.5

%

非
正
規

職
員

45
.5

%

不
足
し
て
い
る
職
員

（N
=
1,
1
8
8）

5.
7

29
.8

10
.6

2.
0

1.
0

5.
5

24
.5

13
.6

4.
3

0.
7 1.
0 1.
4

訪
問

介
護

員

介
護

職
員

看
護

職
員

生
活
相

談
員
・
支

援
相

談
員

機
能
訓

練
指

導
員

介
護
支

援
専

門
員

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

不
足
し
て
い
る
職
種

正
規

職
員

(N
=6

48
)

非
正

規
職
員

(N
=5

40
)

６
．介

護
人

材
に

つ
い

て
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 離
職

す
る

ま
で

の
勤

務
年

数
に

つ
い

て
 

事
業

所
に

採
用

さ
れ

て
３

年
以

内
に

離
職

し
た

人
が

全
離

職
者

の
う

ち
６

８
．７

％
い

る
 

  

    
 

出
典

：介
護

保
険

事
業

所
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
経

営
面

・
介

護
人

材
調

査
）
 

 

   

82
.3

26
.6 11

.4 15
.3

採
用

が
困

難
で
あ
る

離
職

率
が

高
い

（定
着

率
が

低
い
）

事
業

拡
大

に
よ
っ
て

必
要

人
数

が
増

大
し
た

そ
の

他

0.
0%

50
.0

%
10

0.
0%

不
足
し
て
い
る
理

由
と
し
て

考
え
ら
れ

る
こ
と
（

M
A）

（
N
=4

13
）

78
.8

45
.6

39
.7

32
.9

8.
5

6.
2

0.
9

求
職

者
が

少
な
い

業
種

の
魅

力
が
低
下

他
事
業

所
と
の

雇
用
競
争
の
激

化

賃
金

上
昇

へ
の
対
応
が

難
し
い

事
業

所
の

経
営
状
況
に
よ
り
新
規
雇
用
が
困
難

そ
の
他

無
回
答

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

採
用

が
困

難
で
あ
る
原

因
と
し
て
考

え
ら
れ

る
こ
と
（

M
A）

（
N
=
34

0
）

1年
以
内

39
.5

%

2年
以
内

17
.6

%
3年

以
内

11
.6

%

4年
以
内

7.
2%

5年
以

内
5.

7%

5年
以
上

10
年
未
満

12
.1

%

10
年
以
上

6.
2%

平
成

28
年

4月
～
平

成
31

年
3月

ま
で
に

離
職
し
た
職

員
の
勤

務
年
数

（
N
=4

,2
2
8）

６
．介

護
人

材
に

つ
い

て
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 多
様

な
人

材
活

用
や

外
国

人
材

に
つ

い
て

 

 職
員

の
新

規
雇

用
を

す
る

た
め

に
、今

後
計

画
・検

討
し

て
い

る
方

策
は

、「
元

気
な

高
齢

者
の

雇
用

を
増

や
す

」
が

最

も
多

く
4

2
.7

％
と

な
っ

て
い

ま
す

。 
 

 
 

（
参

考
）

地
域

の
活

動
の

場
や

参
加

の
機

会
に

つ
い

て
 

 
 

 
 

非
認

定
者

で
は

11
.3%

も
の

人
が

収
入

の
あ

る
就

労
を

活
動

を
希

望
し

て
い

る
 

 

                 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
出

典
：

介
護

予
防

・
日

常
生

活
圏

域
ニ

ー
ズ

調
査

 

42
.7

26
.8

19
.5

13
.0

6.
9

6.
8

21
.2

16
.2

元
気
な
高

齢
者

の
雇

用
を
増
や

す

資
格
取

得
等

に
必
要

な
受
講

料
等

の

奨
学

金
制

度
を
設
け
る

介
護
実
習

生
の
受

入
れ

を
拡
大

す
る

外
国
人

職
員

を
雇
用

す
る

住
宅
確

保
の

支
援

、
あ
る
い
は
家

賃
の
補

助
を
行

う

施
設
内

保
育
、
施
設

内
託

児
室

等
を
設
け
る

そ
の
他

無
回
答

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%

職
員

の
新

規
雇

用
を
す
る
た
め

に
、
今

後
計

画
・
検

討
し
て
い
る
方

策
（

M
A）

（
N
=
9
1
5）

32
.0

24
.9

14
.1

13
.3

11
.3

10
.9

9.
7

7.
3

6.
1

5.
2

3.
2

22
.9

11
.7

10
.1

19
.3

11
.8

7.
1

2.
6

2.
2

2.
5 3.
2

0.
9 2.

1 4.
3

38
.1

20
.7

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
教
室
な
ど

健
康
維
持
の
た
め
の
活
動
を
行
う
場

仲
間
と
話
を
し
た
り
趣
味
の
活
動
を
行
う
サ
ロ
ン
等
の
場

文
化
（
書
道
・
俳
句
等
）、

芸
術
（
絵
画
、
美
術
鑑
賞
等
）を

中
心
と
し
た
仲
間
と
集
ま
る
場

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
が
で
き
る
場

ち
ょ
っ
と
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
就
労
活
動

買
物
支
援
や
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
の

ち
ょ
っ
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

農
作
業
を
中
心
と
し
た
仲
間
と
の
活
動

高
齢
、
障
が
い
者
施
設
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
会

子
ど
も
た
ち
に
勉
強
や
自
分
の
趣
味
・
特
技
を

教
え
る
機
会

そ
の
他

利
用
し
た
い
（参

加
し
た
い
）
も
の
は
な
い

無
回
答

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%

利
用

し
た
い
（
参

加
し
た
い
）
と
思

う
も
の

（
M

A）

非
認
定
者

(N
=2

,1
97

)

認
定
者
等

(N
=1

,2
48

)

６
．介

護
人

材
に

つ
い

て
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外
国

人
労

働
者

を
受

け
入

れ
て

い
る

事
業

所
は

3
.3

％
で

、今
後

も
活

用
す

る
予

定
の

な
い

事
業

所
は

7
4

.5
％

と

な
っ

て
お

り
、「

利
用

者
と

の
意

思
疎

通
に

支
障

が
あ

る
」

「
日

本
語

文
章

力
・読

解
力

の
不

足
で

、介
護

記
録

の
作

成

に
支

障
が

あ
る

」
な

ど
の

言
葉

の
違

い
に

関
す

る
課

題
が

多
い

よ
う

で
す

。 

 

１
． 

  

  

い
る

3.
3%

い
な
い

93
.9

%

無
回

答
2.

8%

外
国

人
労

働
者

（
N
=
9
1
5）

活
用
す
る

予
定

は
あ
る

20
.0

%

活
用

す
る

予
定

は
な
い

74
.5

%

無
回

答
5.

5%

今
後
、
外
国

人
労

働
者
を
活

用
す
る
予
定

（
N
=
9
1
5
）

6
3.

0

5
2.

6

3
8.

3

3
8.

3

2
2.

4

2
1.

6

6.
0

1
2.

6

利
用

者
と
の

会
話

等
に
お

け
る
意

思
疎
通

に
支

障
が

あ
る

日
本

語
文
章

力
・
読
解

力
の
不

足
に
よ
り
、

介
護

記
録

の
作

成
に
支

障
が

あ
る

日
本

人
職
員

と
の
会

話
等
に
お
け
る

意
思

疎
通
に
支

障
が

あ
る

生
活
、
習
慣

等
の

違
い
に
よ
り
、
日

常
業

務
に
支
障

が
あ
る

人
件
費

以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
が

か
か
る

受
入
れ

方
法
や

活
用

方
法

が
わ

か
ら
な
い

そ
の

他

無
回

答

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

6
0.

0%
8

0.
0%

外
国

人
労

働
者
を
活

用
す
る
上

で
の

課
題

（
M

A
）

（
N
=
9
1
5）

６
．介

護
人

材
に

つ
い

て
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 サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
か

ら
サ

ー
ビ

ス
提

供
拒

否
の

有
無

に
つ

い
て

 

 サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
か

ら
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

拒
否

さ
れ

た
こ

と
が

「
あ

る
」

と
回

答
し

た
方

は
全

体
の

7
6

.5
％

を
占

め
て

い
ま

す
。拒

否
さ

れ
た

理
由

は
「

人
手

不
足

で
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
」

が
最

も
多

く
、次

い
で

、「
定

員
オ

ー
バ

ー
」

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。 

 ま
た

、拒
否

さ
れ

た
サ

ー
ビ

ス
は

「
訪

問
介

護
（

訪
問

型
サ

ー
ビ

ス
）

」
が

最
も

多
く

、次
い

で
、「

短
期

入
所

生
活

介
護

」

「
通

所
介

護
（

通
所

型
サ

ー
ビ

ス
）

」
の

順
と

な
っ

て
い

ま
す

。 

  
 

 
 

                           

あ
る

76
.5

%

な
い

21
.9

%

分
か

ら
な
い

0.
5%

無
回

答

1.
0%

サ
ー
ビ
ス
提

供
事

業
者

か
ら

サ
ー
ビ
ス
提

供
を
拒

否
さ
れ

た
こ
と
の

有
無

（
N
=
1
96

）

68
.7

63
.3

26
.0

24
.0

21
.3

人
手
不

足
で

受
け
入
れ
ら
れ
な
い

定
員
オ
ー
バ
ー

事
業
者

独
自
で
利

用
者
に

一
定

の
制

限
を
設
け
て
い
る

管
轄
区

域
外

そ
の
他

0.
0%

40
.0

%
80

.0
%

拒
否

さ
れ

た
理

由
（

M
A）

（
N
=
1
5
0）

74
.0

26
.7

1.
3 10

.0
42

.7
19

.3
46

.0
11

.3
18

.7
5.

3
4.

7
1.

3 12
.0

2.
7

訪
問
介
護

( 訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

) 
訪
問
看
護

訪
問
入

浴
介
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所
介
護

( 通
所
型
サ
ー
ビ
ス

) 
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

短
期

入
所
生

活
介
護

短
期

入
所
療

養
介
護

定
期
巡

回
・随

時
対
応
型

訪
問
介

護
看
護

夜
間
対

応
型
訪

問
介
護

地
域
密

着
型
通

所
介
護

認
知
症
対

応
型
通

所
介
護

小
規

模
多
機

能
型
居

宅
介
護

看
護
小
規

模
多
機

能
型
居

宅
介
護

0.
0%

40
.0

%
80

.0
%

拒
否
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
（

M
A）

（
N
=1

50
）

６
．介

護
人

材
に

つ
い

て
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 通
所

型
サ

ー
ビ

ス
 

 通
所

型
サ

ー
ビ

ス
（

通
所

介
護

（
地

域
密

着
含

む
）

、介
護

予
防

通
所

サ
ー

ビ
ス

、生
活

支
援

通
所

サ
ー

ビ
ス

）
の

サ

ー
ビ

ス
提

供
時

間
に

つ
い

て
は

、「
７

時
間

以
上

」
が

最
も

多
く

、約
半

数
を

占
め

て
い

ま
す

。次
い

で
、「

５
時

間
以

上
～

７
時

間
未

満
」

「
３

時
間

以
上

～
５

時
間

未
満

」
の

順
で

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。 

 ま
た

、実
施

単
位

数
は

、「
１

単
位

」
が

8
8

.0
％

を
占

め
て

い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

                              

1 
単

位
88

.0
%

2 
単

位
8.

9%

そ
の

他
1.

0%
無
回

答
2.

1%

実
施

単
位

数

（N
=1
9
2）

3 
時
間

未
満

3.
1%

3 
時

間
以

上

～
5 
時
間

未
満

9.
4% 5 
時

間
以

上

～
7 
時

間
未
満

33
.9

%

7 
時

間

以
上

47
.9

%

そ
の
他

4.
7%

無
回
答

1.
0%

サ
ー
ビ
ス
提

供
時

間 （
N
=
1
92
）

７
．総

合
事

業
関

連
 通

所
型

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て
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 生

活
支

援
通

所
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

の
た

め
に

必
要

な
緩

和
要

件
等

 

生
活

支
援

通
所

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
に

当
た

り
、現

状
の

基
準

の
中

で
緩

和
や

変
更

し
て

も
よ

い
と

思
わ

れ
る

も

の
は

、「
サ

ー
ビ

ス
従

事
職

員
の

要
件

」
が

最
も

多
く

、次
い

で
、「

送
迎

」
「

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
順

と
な

っ
て

い
ま

す
。 

 ま
た

、「
そ

の
他

」
以

外
を

選
択

し
た

事
業

所
に

、さ
ら

に
緩

和
等

を
す

る
イ

メ
ー

ジ
に

近
い

も
の

を
尋

ね
る

と
、「

運
動

指

導
員

を
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

間
を

通
じ

て
配

置
し

な
く

て
も

よ
い

運
用

と
す

る
（

実
質

的
に

ワ
ン

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

運
用

を

可
と

す
る

）
」

「
送

迎
を

で
き

る
体

制
を

整
え

る
こ

と
に

つ
い

て
、必

ず
し

も
、利

用
者

す
べ

て
で

な
く

て
も

よ
い

こ
と

と
す

る
」

の
順

で
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。 

 
 

                            

40
.1

29
.7

25
.0

20
.8

12
.0

12
.5

19
.3

サ
ー
ビ
ス
従

事
職

員
の

要
件

送
迎

運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム

機
能

訓
練
の

解
釈

食
堂

・機
能

訓
練

室
の

最
低

面
積

そ
の

他

無
回

答

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%

生
活

支
援

通
所

サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
に
当

た
り
、

現
状

の
基

準
の

中
で
緩

和
や

変
更

し
て
も
よ
い
と
思

わ
れ

る
も
の

（M
A）

（N
=
1
92
）

60
.0

45
.2

24
.4

24
.4

21
.5

2.
2 4.

4

運
動
指

導
員

を
サ

ー
ビ
ス
提
供
時

間
を
通

じ
て

配
置

し
な
く
て
も
よ
い
運

用
と
す
る

（実
質

的
に
ワ
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

運
用

を
可

と
す
る
）

送
迎

を
で
き
る
体

制
を
整

え
る
こ
と
に
つ
い
て
、

必
ず

し
も
、
利

用
者

す
べ

て
で
な

く
て
も
よ
い
こ
と
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
要

件
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追

加

機
能
訓
練

ス
ペ
ー
ス
に
一

般
高
齢

者
が
混

じ
っ
て

一
体
的

に
活

動
を
す
る

機
能
訓
練
時

に
一

般
高

齢
者
が

混
じ
っ
て

一
体
的

に
活
動

を
す
る

そ
の

他

無
回

答

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%

緩
和
等

を
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
近

い
も
の

（M
A）

（N
=1
3
5）

７
．総

合
事

業
関

連
 通

所
型

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て
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 生
活

支
援

通
所

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
と

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

連
携

 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
と

生
活

支
援

通
所

サ
ー

ビ
ス

（
以

下
、「

通
所

緩
和

型
」

と
い

う
）

に
つ

い
て

情
報

提
供

や
意

見
交

換

を
行

っ
て

い
る

か
尋

ね
る

と
、「

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
か

ら
受

入
相

談
を

受
け

た
こ

と
が

あ
る

」
が

最
も

多
く

、次
い

で
、「

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
か

ら
受

入
相

談
を

受
け

た
こ

と
が

な
い

」
「

事
業

所
か

ら
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
通

所
緩

和
型

の
サ

ー
ビ

ス
内

容
等

に
つ

い
て

説
明

し
た

こ
と

が
あ

る
」

の
順

と
な

っ
て

い
ま

す
。 

 
        

    

出
典

：
総

合
事

業
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
通

所
系

）
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37
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32
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.6

今
ま
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
通

所
緩
和
型
に
つ
い
て

受
入
相

談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

今
ま
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
通

所
緩
和
型
に
つ
い
て

受
入
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

事
業
所
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
通
所
緩

和
型
の

サ
ー
ビ
ス
内
容

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る

事
業
所

か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
通

所
緩
和
型
の

サ
ー
ビ
ス
内
容

等
に
つ
い
て
説

明
し
た
こ
と
は
な
い

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
通
所
緩

和
型
に
つ
い
て

情
報
交

換
を
行
っ
て
い
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
通
所
緩

和
型
に
つ
い
て

情
報

交
換
を
行
っ
て
い
な
い

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%

通
所

緩
和

型
の

事
業

に
つ
い
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

情
報

提
供

や
意

見
交

換
の
有

無
（

M
A）

（
N
=
43

）

７
．総

合
事

業
関

連
 通

所
型

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

 


